

































































































































































































































































































































































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ?? ? ???
　それにより，自分が理解している部分と理解
がまだ足らない部分を意識できるようになって
きた。そして，次の授業の「学習目標」が明確
に見えてきているようである。
　さらに，「振り返りシート」の効用は，生徒
にとって，自己の変容を確かめるツールとなっ
ていることである。
　長期間の記述内容をほぼ一目で確認できるの
で，以前に習得した内容や，未だ理解できてい
ない部分を確認することができるようになっ
た。
　これは，教師の視点からも，非常に優れたも
のであると言える。回収した「振り返りシート」
から，生徒の変容が解るということは，その生
徒に対する指導の方向性が見えるということで
ある。生徒一人ひとりに応じた適切な指導を行
うに当たって，この「振り返りシート」は極め
てありがたいツールと言える。
???????????????????
　「良好な関係の構築」や「振り返りシート」
等の活用により，「意欲的」に授業に参加する
生徒が増えてきた。
　「自己評価力」が育ってくると，「学習目標」
が明確になる。それにより，「何を学べば良い
のか」，「どこまで理解できれば良いのか」とい
うことが，しっかり理解できているようであ
る。
　「振り返りシート」の内容も，「今日は○○が
理解できた。次は○○が理解できるようにした
い。」等の次回の「目標」まで記入する生徒が
観られるようになってきている。
???????
???????????
　生徒の「自己評価力」育成のためには，生徒
を観る教師の意識を高めていく必要がある。
　前述のように，教師はどうしても生徒の「足
りていない部分」に目が行きがちである。その
意識を改め，「生徒の優れている部分」をもっ
と見つけようとする意識が必要である。
　「自己評価力」の育成には，絶対に前向きな
言葉（アドバイス）が必要である。生徒に自信
を持たせなければ，この力は育たない。
?????????????????????
　生徒の「自己評価力」を育成するためには，
レクチャー形式の授業ばかりではなく，「生徒
が活発に意見交換ができる」ような授業や，「生
徒が協力し相談しながら取り組む」授業等を計
画的に実施するべきである。
　生徒が自主的に考え，行動し，発言するよう
な授業こそ，「認めあい」や「前向きなアドバ
イス」が実践できる絶好の機会である。
　時間的な制約がある中で，ぜひ計画的に取り
組んで欲しい。
???????????????
　生徒が自主的に活動できる授業を実践した
り，「振り返りシートへの記入」を実践するに
あたって，注意するべき点は，「継続して取り
組む」ということである。
　「自己評価力」は，短期間で育つものではな
い。教師が主導し，温かい前向きな環境の構築
を行って，効果的な授業を行うのであるから，
計画的かつ長期的な視点で取り組む必要があ
る。決して，短期間であきらめてはならない。
